
※事務局処理欄 
 

□済 □不備 

□分間図 □農地 □期間 □賃貸 
□同意欄 □相関図 
□その他（              ） 

入力 議案番号 
  

周南市農業経営基盤強化促進事業利用権設定申出書 
周南市長 様 

 

（農業委員・推進委員氏名            ） 

申
出
人 

借り手 
利用権の設定を受ける者 

〒   ふりがな   

住所  氏名      電話 
 

貸し手 
利用権を設定する者 

〒   ふりがな  代筆者の 

氏名・続柄 

住所  氏名     電話 
 

下記農地について、利用権の設定を受けたいので申し出します。 

 
 

 

利用権を設定する土地の所在地  登記面積 
（設定面積） 

（㎡） 
大字 

町名 字 地番（数字のみ） 

1      
㎡ 

2      
㎡ 

3      
㎡ 

4      
㎡ 

5      
㎡ 

6      
㎡ 

7      
㎡ 

8      
㎡ 

9      
㎡ 

例      
㎡ 

合計 
  １．田（   筆） ㎡ 

  ２．畑（   筆） ㎡ 

期間 
 

から 
 

まで 

存続期間 
 
 

利用形態 

   

利用権を設定する者以外の権原者等 
住所 氏名又は名称 

  

  

  

  

  

１．再設定 

２．新規設定 

記入不要 

現況地目 

１．田 

２．畑 
番号を記入 

右から 

番号を記入 

１．使用貸借 

２．賃貸借 
右から 

番号を記入 

１．口座払 

２．直接払 

３．現物払 2の場合 

年間賃料           円 

例(携帯電話) ０８０１１２２３３４４ 

３ 

申出日 令和   年   月   日 

年 月 

１０ａあたり玄米       ｋｇ 

日 ３ 1 年 月 日 

年 カ月 

２ 0 ２ 0 

例(固定電話) ０８３４２２８５７４ 

１ 大字鹿野上 字XＸ １２３４－５ １ １５７５．００ 

早見表 1a＝１００㎡ 10a＝1000㎡ 10aあたり→面積（㎡）で割って１０００をかける   



経営状況 

（１）貸し手 

経営農地面積（㎡） 
貸 付 の 事 由（該当に○） 

田 畑  計 

    ア 経営縮小  イ 労力不足  ウ 耕作不便  エ 相手方の要望  オ その他（        ） 

 

（２）借り手 

経営農地面積（㎡） 
経営作目 

世帯員 
（構成員） 

農 業 従 事 者（うち 15歳以上 60歳未満の者） 
労働力 

（年間延日数） 田 畑  計 

     

男性 人 
農 業 専 従 者 人（     人） 

日 補
助
者 

主として農業に従事する者 人（    人） 

女性 人 
従として農業に従事する者 人（     人） 

 

区 分 主たる農機具の所有状況 

種 類 耕耘機 管理機 田植機 草刈機 動力噴霧機 動力散布機 コンバイン バインダ ハーベスター 籾摺機 乾燥機 

数 量   台   台   台 台  台 台 台  台 台 台  台 

区 分 主たる農機具の所有状況 区 分 家 畜 

種 類 トラクター 野菜作機械 大豆播種機 軽・普トラック その他 種 類 乳牛 肉用牛 豚 鶏  

数 量 台 台 台 台 台 数 量 頭 頭 頭 羽  

（記載上の注意事項等） 

(1)  ※欄は事務局記入欄のため記載不要。 

(2)「経営農地面積」欄は現に耕作又は養畜の事業に供している農用地（自作地・小作地の合計）の面積を記入する。 

(3)「経営作目」欄は、主たる経営作目を「水稲」、「果樹」、「野菜」、「養豚」、「養鶏」、「酪農」、「肉用牛」、「施設園芸」等と記載する。 

(4)「農業従事者」 欄の「農業専従者」とは、自家農業労働日数が年間おおむね１５０日以上の者を、「補助者」とは、自家農業労働日数が年間おおむね６０～１４９日の者をいう。
農業従事者の内１５歳以上６０歳未満の者については更に（  ）内に人数を記入する。 

(5) 利用権設定をする農地が、相続登記未完了の場合は、相関図を添付し相続人全員が署名・捺印をすること。 

(6) 利用権設定をする農地が、筆の一部である場合は分間図（位置図）を添付し農地利用最適化推進委員または、農業委員の確認を得ること。 

(7) 利用権設定をする者（借り手）が周南市以外に耕作の用に供している農用地がある場合は耕作面積の分かる各筆明細書（細目書等）を添付すること。 


